
学校番号 ３１０ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ３ 年次 ３ 

使用教科書 高等学校改訂版 標準現代文Ｂ（第一学習社） 

副教材等 

新版四訂 カラー版 新国語便覧(第一学習社)  

カラー版 新国語便覧準拠ノート(第一学習社) 

入試頻出漢字＋現代文重要語彙 TOP2500 三訂版（いいずな書店） 

正しく読み・解くための力をつける現代文ステップ１．５（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・問題意識を持って、自分の力で読み解く力をつけましょう。 

・文章の要旨とともに、何のためにその文章を書いたのかまで考えられるようになりましょう。 

・読解によって得た経験知を、自分の文章として表現してみましょう。 

・授業の後には内容を振り返り、確認できるようにしましょう。 

・提出物の期限は守り、定期考査には学習計画を立てて臨みましょう。 

２ 学習の到達目標 

・自力で文章読解をし、内容を判断し、客観的に理解することができる。 

・目的や場に応じて的確に、文章の内容や構成または登場人物の心情を理解することができる。 

・読み取った内容を適切に表現し、的確に伝えることができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート、原稿用紙） 

定期考査 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、 

語句の意味調

べプリント等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ b C d e 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
学
期 

評 

論 

教材： 

「ワスレナグサ」 

「食と想像力」 

 

ワークシート 

 

○ ○ ○ ◎ ○ 

a: 今まで気づかなかった概念、

ものの見方に触れ、新しい世

界観を身につける。  

b:詩作品の創作。どれだけ大

胆、新しい表現に挑むことが

できるか。  

c:文章の内容の要約。また、文

章に対する自分の考えを文章

化する。  

d:評論文の論理の展開や要旨を

的確に読み取る。  

e: 抽象語、抽象概念を組み立て

た理論の読解力を高める。  

ａ：授業の取り組 

み姿勢 

b:作品課題 

c：記述課題 

d:定期考査 

e:小テスト 

  

小 

説 

教材：  

「鼻」 

 

ワークシート ○   ◎ ○ 

a:作者の緻密かつ簡潔な文体の

独特な効果を味わう。  

d:登場人物の心情推移を的確に

読み取る。  

e:作者がこの作品を著した意図

について考える。 

a:授業の取り組み

姿勢  

ｄ:記述課題及び定

期考査  

e:小テスト  

語句ﾌﾟﾘﾝﾄ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
学
期 

 

評 
論 

教材： 

「名所絵ハガキの東

西」 

「新しい博物学を」 

 

ワークシート 

 

○  ○ ◎ ○ 

a: 今まで気づかなかった概念、

ものの見方に触れ、新しい世界

観を身につける。 

c:文章の内容の要約。また、文章

に対する自分の考えを文章化

する。 

d:評論文の論理の展開や要旨を

的確に読み取る。 

e: 抽象語、抽象概念を組み立て

た理論の読解力を高める。 

ａ：授業の取り組 

み姿勢 

c：記述課題 

d:定期考査 

e:小テスト 

 

小
説 

教材： 

「山椒魚」 

 

ワークシート 
○   ◎ ○ 

a:短編小説の基本的な読解方法

を身につける。 

ｄ:現代小説に触れ、記述内容に

込められた意図について考え

ながら読み進める。 

e:時間の流れに沿った、主人公を

はじめとする登場人物の心情

の変化を的確に読み取る。 

a:授業の取り組み

姿勢  

ｄ:記述課題及び定

期考査  

e:小テスト  

語句ﾌﾟﾘﾝﾄ  



３
学
期 

 

小
説 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教材： 

「こころ」 

 

 

 
○   ◎ ○ 

a:明治期の作品を読み、現代に

通じるものの見方を知る。  

d:人間の我執をこれほどまでに

精緻に叙述した、その表現を

読み取る。  

e:語句の理解。テーマの理解。  

a: 授業の取り組み

姿勢  

ｄ:記述課題及び定

期考査  

e:小テスト  

語句ﾌﾟﾘﾝﾄ  

実
用
の
文
章 

教材 

「ノーベル賞 vs イグ

ノーベル賞」 

○ ◎   ○ 

a: 今まで気づかなかった概念に

ついて考え、表現の方法を身

につける。  

b:今回知り得た内容に気を付け

ながら自分で文章を著してみ

る。  

e: 科学やその専門分野での用語

や問題意識を理解する。  

ａ：授業の取り組

み姿勢  

b:作品課題  

e:小テスト、  

定期考査  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 


